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越
前
町
交
流
拠
点
施
設
再
整
備
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た

　
越
前
町
交
流
拠
点
施
設
再
整
備
基
本
構
想
は
、
越
前
町

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
で
あ
る
「
観
光
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す

る
た
め
に
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
と
し
て
策
定
し
た

観
光
施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
構
想
で
す
。

　
平
成
28
年
6
月
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
本
部

会
議
や
地
区
別
検
討
部
会
な
ど
を
と
お
し
て
、
町
内
7
つ

の
交
流
拠
点
施
設
（
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
、

越
知
山
、
越
前
陶
芸
村
、
道
の
駅
「
越
前
」、
越
前
岬
水
仙

ラ
ン
ド
、
劔
神
社
、
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
）
及
び
周
辺
地
域

の
再
整
備
方
針
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
3
月
27
日
に

検
討
委
員
会
か

ら
町
長
へ
検
討

結
果
の
報
告
を

受
け
、
越
前
町

交
流
拠
点
施
設

再
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
ま

し
た
。

検討結果を報告する島田委員長（中央）と新谷副委員長（右）

越前町交流拠点施設再整備基本構想の概要
▼「交流拠点施設及び周辺地域」の主要課題

▼各交流拠点施設及び周辺地域の基本方針と施策（抜粋）

▼主要課題を踏まえた交流拠点施設及び周辺地域の再整備方針

本町の「交流拠点施設及び周辺地域」の課題は大きく3つに集約することができます。

前述の主要課題を踏まえ、交流拠点施設の再整備に向けた方針を次のように設定します。

【課題1】交流拠点施設及び周辺地域におけるハード面の対応
【課題2】本町のブランド力と観光客の満足度を高めるためのソフト面の対応
【課題3】交流拠点施設及び周辺地域へのアクセスや回遊性向上への対応

① 交流拠点としての機能の維持・向上
　・不足機能の充実や既存機能の維持・向上を図るためのハード面での再整備

② 本町ならではの「ブランド力」と「おもてなし」の向上
　・外国人を含む多様な観光客の誘客と満足度向上を目指したソフト面での再整備

③ 交流拠点へのアクセス性と拠点間の回遊性の向上
　・町外からのアクセスと町内の回遊性の向上を図るためのネットワーク化

交流拠点施設及び周辺地域の「再整備」と
「ネットワーク化」による観光立町の実現 

プラントピア

越知山からの風景越前陶芸村道の駅「越前」越前岬水仙ランド劔神社

悠久ロマンの杜

▼交流拠点施設及び周辺地域の連携に向けた施策
施　　策　　項　　目

・各交流拠点施設における案内サインの充実
・スマートフォンを活かした回遊性の向上
・海外観光客（インバウンド）の取込に向けた環境整備
・オール越前町民による観光客おもてなし運動の実施
・休日や観光シーズンにおけるＪＲ駅などからの周遊バスの導入

基本方針	植物とふれあい自然に対する
	 豊かな感性を育てる環境づくり

区　分 施　　策　　項　　目

ハード
・獣害対策の実施（フェンスの設置）
・園内歩道や湿地木道の改修

ソフト
・ＱＲコードによる園内の回遊性の向上（園内の
各植物の説明、回遊イベントへの活用など）
・子ども向けイベントの充実や遠足の誘致

ネットワーク ・越知山との連携強化（登山道の樹木名板の設置、
登山者への歴史・文化・植物の情報提供など）

プラントピア

基本方針	協働による運営体制の構築と越前焼産地としての
	 魅力向上

区　分 施　　策　　項　　目

ハード

・旧水野邸移設先の周辺整備
・陶芸公園としての景観整備（焼物を活かしたモ
ニュメントの設置や作り手が見えるような施設
の整備など）

ソフト
・官民協働によるパークマネジメント組織の形成
（県・町・民間事業者）
・旧水野邸を活かしたイベントの開催

ネットワーク ・越前焼・食・アートを活かした観光ルートの設定（周
辺施設・資源との連携、古民家の再生・利活用など）

越前陶芸村

基本方針	越前海岸の眺望を活かしたオールシーズン
	 楽しめる環境づくり

区　分 施　　策　　項　　目

ハード
・施設（旧案内所・自然文学資料館）の再整備や活用
・「恋人の聖地」モニュメントの設置

ソフト
・イルミネーション事業の拡充
・体験型観光ツアーや戦略的なイベントの開催

ネットワーク ・梨子ケ平の千枚田などの絶景ポイントとの連携施策

越前岬水仙ランド

基本方針	エボシ山や越知山との連携強化と
	 大自然の魅力発信

区　分 施　　策　　項　　目

ハード
・上下水道施設の充実（特に雨天時の対策の検討）
・子どもを呼び込むための施設整備

ソフト
・エボシ山の雲海のPR
・悠久そばの販売促進

ネットワーク ・越知山との連携（登山やトレイルランの来訪者など）

悠久ロマンの杜

基本方針	泰澄大師ゆかりの地として自然や歴史を
	 体験できる環境づくり

区　分 施　　策　　項　　目

ハード
・展望台の充実（眺望説明板の更新など）
・殿池の周辺整備

ソフト
・越知山に関する写真展の開催
・白山開山1300年にあわせ、泰澄大師ゆかりの
文化財と連携したイベントの開催

ネットワーク ・悠久ロマンの杜との連携強化

越知山

基本方針	道の駅としての機能強化と
	 情報発信の充実

区　分 施　　策　　項　　目

ハード
・案内サインの充実
・道の駅としての機能強化（トイレの増設、駐車場、
越前がにミュージアム側との一体的な再整備など）

ソフト

・テナントの充実（町の魚介類や農林産物の販売
エリアの充実、営業時間の延長など）

・施設内での案内表示の充実（アクティブ側と越
前がにミュージアム側の一体的な施設案内など）

ネットワーク ・サービスエリアやパーキングエリアでの情報発信

道の駅「越前」

基本方針	劔神社を核とした町並み整備と集客力・
	 回遊性の向上

区　分 施　　策　　項　　目

ハード

・劔神社周辺の町並み整備（石畳の敷設、無電柱
化、観光バス停留所、町並みの修景整備など）

・文化歴史館における写真撮影スポットの整備（駐
車場への信長像の移設や織田家の家紋の設置など）

ソフト
・織田一族発祥の地のPR
・信長公を活かした新たな土産物の開発

ネットワーク ・越前陶芸村などとの連携

劔神社

※町ホームページに、越前町交流拠点施設再整備基本構想の全文を掲載しています。	 問合せ先　地域創生室　☎34‒8714

広報 えちぜん 2平成29年５月号広報 えちぜん3 平成29年５月号

http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/11/02/p005065.html


監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
監
査
委
員
会
で
は
、
町
行
政
の
公
正
と
効
率

の
確
保
を
図
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
代
表
監
査
委
員
（
識
見
選
任
委
員
）

　
　
井
上　
信
雄
（
再
任
）

　
監
査
委
員
（
議
会
選
任
委
員
）

　
　
木
村　
　
繁

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
の
管
理
や
執

行
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
　
馬
谷　
友
江
（
再
任
）

　
委
員
　
近
藤　
善
英

　
委
員
　
木
下　
茂
強
（
再
任
）

　
委
員
　
森
川　
幸
夫

　
本
年
度
の
教
育
相
談
員
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
所
長
・
教
育
相
談
員　
塚
本　
長
栄
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
　
　
上
田　
芳
江
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
　
　
藤
澤　
し
の
ぶ

　
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
に

行
き
た
い
の
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
を
支
援
す

る
た
め
に
「
は
ば
た
き
教
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
会
話
、
遊
び
、
学
習

支
援
な
ど
の
活
動
を
通
し
、
子
ど
も
の
心
の
居

場
所
を
つ
く
り
、
集
団
活
動
へ
の
自
信
を
は
ぐ

新
し
い
行
政
委
員
の
み
な
さ
ん

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
で
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不

服
の
審
査
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
委
員　
孝
久　
忠
央
（
再
任
）　

　
委
員　
橋
詰　
盛
雄

　
委
員　
小
酒　
春
樹
（
再
任
）　

　
委
員　
菅
原　
秀
雄
（
再
任
）

教
育
委
員
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し
た

　
教
育
委
員　
林　
⻆
栄　

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ま
た
、
3
月
31
日
の
教
育
委
員
会
で
、
教
育

長
の
職
務
代
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
教
育
長
職
務
代
理
者　
春
木　
誠
一

く
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
い

る
保
護
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
「
教
育
相

談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
者
に
寄
り
添
い
、

状
況
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
小
・
中
学
生
、
保
護
者

時　
　
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ
先　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
は
ば
た
き
教
室
」

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
８

町
外
か
ら
着
任
さ
れ
た
先
生

　
4
月
か
ら
新
た
に
17
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教　
　

諭

掃　

部　

言　

枝

鯖
江
市　

惜
陰
小
学
校

〃

教　
　

諭

髙　

橋　

里　

佳

新
採
用

常
磐
小
学
校

教　
　

諭

水　

野　
　
　

平

福
井
市　

湊
小
学
校

糸
生
小
学
校

教　
　

頭

北　

川　

啓　

子

福
井
市　

社
西
小
学
校

〃

養
護
教
諭

赤　

星　

友　

紀

新
採
用

宮
崎
小
学
校

教　
　

諭

森　

﨑　

喜
美
子

鯖
江
市　

鯖
江
中
学
校

〃

教　
　

諭

横　

井　

悠　

真

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

教　
　

諭

増　

田　

る　

み

鯖
江
市　

進
徳
小
学
校

城
崎
小
学
校

教　
　

諭

藤　

本　

香　

菜

新
採
用

織
田
小
学
校

教　
　

諭

吉　

田　

恵　

梨

永
平
寺
町　

松
岡
小
学
校

〃

教　
　

諭

矢　

部　

貴　

大

新
採
用

萩
野
小
学
校

養
護
教
諭

松　

田　

絢　

子

敦
賀
市　

東
浦
小
学
校

〃

事
務
職
員

岡　

崎　

理
恵
子

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教　
　

諭

幸　

坂　
　
　

浩

福
井
市　

福
大
付
属
中
学
校

越
前
中
学
校

教　
　

諭

林　
　
　

芳　

和

鯖
江
市　

神
明
小
学
校

〃

教　
　

諭

石　

田　

啓　

悟

新
採
用

織
田
中
学
校

教　
　

諭

北　

方　

恭　

史

新
採
用

　
4
月
10
日
、
越
前
町
役
場
で
、
行
政
相
談
委

員
を
3
月
末
で
退
任
さ
れ
た
濵
野
仁
史
さ
ん
の

長
年
の
功
績
を
称
え
、
総
務
大
臣
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
と
は
、
町
民
か
ら
行
政
へ
の

苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
解
決
の
た
め

の
助
言
を
し
た
り
、
関
係
機
関
に
通
知
す
る
な

ど
の
仕
事
を
行
い
ま
す
。
濵
野
さ
ん
は
平
成
9

年
か
ら
20
年
間
行
政
相
談
委
員
を
務
め
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
に

５
３
３
件
の
相
談
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
4
月
1
日
か
ら
の
行
政
相
談
委
員
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
委
員
　
大
橋　
直
之
（
再
任
）

　
委
員　
冨
田　
一
茂

行
政
相
談
委
員　
濱
野
さ
ん
が
総
務
大
臣
感
謝
状
受
章

感謝状を受け取る濱野さん（左）

　

3
月
11
日
、
東
京
都
第
一
生
命
ホ
ー
ル
で
、

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
フ
ァ
イ
ナ
ル
が
開
か

れ
、
北
陸
地
区
小
学
生
代
表
と
し
て
出
場
し
た

岩
本
智
美
さ
ん（
四
ヶ
浦
小
5
年
）が
、
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
。
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
作
曲
の
「
ト
リ
ッ
チ
・
ト

ラ
ッ
チ
・
ポ
ル
カ
」
を
出
場
者
最
年
少
な
が
ら

堂
々
と
演
奏
し
ま
し
た
。

　
岩
本
さ
ん
は
、「
フ
ァ
イ
ナ
ル
は
2
回
目
の
挑

戦
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
て

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
来
年
も
必
ず
フ
ァ
イ
ナ

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ル
に
出
場
し
て
、
も
っ
と
上
の
賞
が
も
ら
え
る

よ
う
に
、
毎
日
の
練
習
を
し
っ
か
り
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。」
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、

3
月
の
町
議
会

定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
会

の
ご
同
意
を
賜

り
、
引
き
続
き

副
町
長
の
職
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

あ
ら
た
め
ま
し
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
過
去
4
年
間
、
微
力
な
私
が
こ
の
重
責
を
務

　

こ
の
た
び
、

3
月
31
日
付
け

を
も
ち
ま
し
て

教
育
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、

久
保
理
惠
子
で

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
な

ど
、
生
涯
学
習
と
い
う
形
で
町
民
の
皆
様
と
の

関
わ
り
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
に

迫
り
ま
し
た
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
大

会
」、
本
年
度
実
施
さ
れ
ま
す
「
競
技
別
プ
レ

大
会
」ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
備
え
る
な
ど
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
も
大
い
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

副
町
長
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
町

民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
賜
物
で
あ
る

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
再
任
を
期
に
、
心
新
た
に
し
て
人
口
減
少
問

題
や
観
光
の
振
興
、
基
幹
産
業
の
担
い
手
育
成

な
ど
、
山
積
す
る
町
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

内
藤
町
長
の
も
と
で
そ
の
職
責
を
果
た
す
べ
く

全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
る

な
か
、
越
前
町
の
教
育
長
と
い
う
立
場
で
町
民

の
皆
様
と
共
に
活
動
で
き
ま
す
こ
と
に
、
深
く

感
謝
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
、
町
民
の
皆
様
の
健
や
か
な
生
活

と
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
誠
心

誠
意
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
と
ぞ
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副町長
野  　賢 一

教育長
久 保  理惠子

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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平成29年度越前町職員組織図

図書館宮崎分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書（兼）
阿部祥子

事務補助員
山﨑美保子

図書館織田分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
堤　和代

図書館越前分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
阿部祥子

☎36‒2288

☎37‒7713

☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長

議会事務局　☎34‒8712

河合純子

総務課
課長
牧田芳広

課長補佐（人事）
林　和美

課長補佐（行政）
髙木剛彦

課員
笠川晃央・和田幸也
清水拓郎・小辻和正

課員(兼)
大鎌延浩

学校教育課

課長
黒田三博

課長補佐(学校)
臥龍岡尊哉 

課長補佐（給食センター）
松村徹治

課員
山田幸一・木原千晶・佐々木桂子
正木俊行・モハマドシャイリル・坂下彩音
指導主事
佐々木史世・山野裕子

企画財政課
課長
佐々木靖郎

課長補佐
谷口浩之

課員
小道世知紀・安井正樹・坂下由美子
西森千尋

監理課
課長
杉本恭伸

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
林　康彦

課員
上山和美・小西智弘・森﨑千春
大橋直人・伊部茂幸・竹内史哉

防災安全課 課長
石田和也

課長補佐
安井俊幸

課員
佐々木由里・宮永裕次・山口堅悟

住民環境課
課長
藤﨑健一

課長補佐(住民)
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・川嶋孝史・髙松千鶴
森下千尋・佐々木岳大・鈴木亜紀子
久保伶奈

福祉課

課長
上坂明子

課長補佐(児童福祉)
髙木裕見子
課長補佐
(社会・高齢福祉)
中村あい

課員
後藤邦枝・見谷理奈・山﨑充晃
渡辺大作・黒田麻里・髙木浩輔
加藤みか・飛田莉奈江

保健師
木下里美

ホームヘルパー（兼）
網渕美春

町長公室 室長（兼）
牧田芳広

室長補佐
伊部由三

課員
菱谷祐子・大鎌延浩

運転手
松村　修

男女共同参画・人権室 室長（兼）
藤﨑健一

室長補佐(兼)
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴

生涯学習課
課長
酒井英則

課長補佐
稲田明美

課員
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

スポーツ振興課
課長
佐々木直人

課長補佐
北島崇行

課員
水野義之・竹内美幸・加藤条太郎
三谷元騎

国際交流室 室長（兼）
黒田三博

室長補佐（兼）
臥龍岡尊哉 

課員（兼）
モハマドシャイリル・坂下彩音

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
佐々木靖郎

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
小道世知紀

地域創生室 室長(兼)
佐々木靖郎

室長補佐
岡山克大

課員
青山晴彦

課員（兼）
西森千尋

書記
河合　智

総務理事
梅野秀一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
武藤幹雄

朝日学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（兼）
松村徹治

調理員
宮川幸代・吉田くみえ・進士利栄
京藤直美

生涯学習
センター

所長（兼）
酒井英則

次長(兼)
稲田明美

課員（兼）
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

文化歴史館 館長
滝本正美

館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀

国体推進室
☎34‒8701

☎34‒8730

室長(兼)
佐々木直人

室長補佐
久保義治

課員
畑　優器

図書館 館長心得
左近昭博

司書
文室小百合

生涯学習センター
宮崎分館

館長(併)
原　雅哉

館長補佐心得(併)
小山さとみ

課員（併）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
福澤秀一

課員（併）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員(併)
道畑直和

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
森﨑晃次

課員（併）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

宮崎学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長心得(併)
小山さとみ

調理員
相馬はるみ・大川好枝

越前学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
福澤秀一

運転手
神谷宗典

調理員
掃部満寿美・磯網美代子
調理員（兼）
神谷宗典

織田学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
森﨑晃次

運転手
三田村保夫

調理員
森川陽子・渡辺奈保美
調理員（兼）
三田村保夫

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
菅原辰彦

室長補佐
北野宗昭

課員
牛若千鶴

課員(兼)
堤　真穂☎34‒8705

課長
菅原辰彦

課長補佐
齋藤健治

課員
上坂佳一・中村英哲・中西亜由美
野　哲治・堤　真穂

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐(農政)
新谷　満
課長補佐(農林水産)
小河宗基

課員
佐々木幸恵・木原尚裕・佐々木貴久
坂下哲哉・竹内敏雄・牧田茂晴
川端雅旭・小林宏光・木下早紀

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
畑　雅樹

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

常磐小学校 用務員
西野ひとみ

越前中学校 用務員
水嶋万寿美

教育委員会事務局長
三田村和久

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
木村良太

福井県地方税滞納整理機構(兼)
武田喜之

福井県後期高齢者医療広域連合
堀内文夫

(一財)越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳
早坂英介・石川智美

鯖江広域衛生施設組合
水島友樹

福井県丹南広域組合
浜野宏次

(一社)越前町観光連盟
津田豊申・毛利裕昭

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
高原健二・小山喜世美・橘　研吾宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得(兼)
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

宮崎コミュニティ
センター

室長
山谷芳一

室長補佐
福澤秀一

課員
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和　　　

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
福澤秀一
（地域防災担当）

課員（兼）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬

越前コミュニティ
センター

室長
鈴木恵美

室長補佐
森﨑晃次

課員
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
森﨑晃次
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田コミュニティ
センター

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・松葉雪枝・谷口育代
中山貴世・齋藤忠良・青山裕美
鈴木知恵

調理員
冨田とみゑ

☎34‒0395

☎36‒2288

☎36‒7712

☎37‒7712

☎32‒7712

☎34‒2000

☎34‒2000

☎36‒1570

☎37‒0626

☎32‒2166

☎34‒1634

☎34‒1374 ☎37‒1200

☎34‒8713

☎34‒8716

会計管理者
出口俊一

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
菅原多恵 

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
出口俊一

税　務　課
課長
木本加代子

課長補佐(課税)
宮川泰昌
課長補佐(納税)
中上由美

課員
山内了輔・武田喜之・大矢康一
杉森　匡・中倉京子・西　益男
下仲　翔・水嶋康志郎・冨田洋輔☎34‒8709

会
計
部
門

課長
友広家延

課長補佐(上水)
上坂健一
課長補佐(下水)
清水英一

課員
牧野正克・阪下倫夫・黒﨑一哉
大鎌瑞奈・左近知也・幸山流気
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
加藤昭宏

建
　設
　部
　門

課長
吉田純子

課長補佐(住宅政策)
荒井基志
課長補佐(移住定住)
山口和美

課員
山田宗治・鷲田久憲・古﨑竜司
駒野裕子定住促進課

☎34‒8727

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐(朝日･宮崎)
佐々木訟覚

課員
尾澤正章・三七広樹・藤田智広
山本周二良・森下智晴・齋藤　尭
西端沙紀
技術補助員
小川　茂

課長補佐(越前･織田)
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

所長（兼）
安達俊英

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世・増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
水嶋敬子

課員
佐々木ひとみ・水島伸也・松島顕子
上野孝則・谷口悦子・松田貴之

課長補佐（介護）
轟久美子

保健師
髙島幸恵・岡田明代・南　七恵
坂尻友梨佳
栄養士
榎本博美
事務補助員
春木明美・川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

介護福祉士
姉﨑加奈子

課長補佐(健康増進)
出口博美
課長補佐(健康増進)
吉田直子

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織☎32‒2323

織田子育て支援センター 所長（兼）
木村美枝子☎36-2232

織田児童館 館長
木村美枝子☎36-2232

小曽原保育所
所長
井上佳津代

保育士
高原律子・与坂悠子・酒井基圭
三田村あずさ☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
芝田優子・月田有香・谷口万絵
小荒繁美・木下祐子・金本芳恵
近藤泰子・佐々木葵☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・堀　京子
三村彰信・永谷沙織

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

☎34‒5602

☎34‒8725

☎34‒8715

☎34‒8708

☎36‒1111

☎36‒7711

☎37‒1501

☎37‒7711

☎32‒2000

☎32‒7711

☎34‒8719

☎34‒7771

☎34‒8714

☎34‒8702

☎34‒8721

☎34‒8728

☎34‒8700

図書館宮崎分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書（兼）
阿部祥子

事務補助員
山﨑美保子

図書館織田分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
堤　和代

図書館越前分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
阿部祥子

☎36‒2288

☎37‒7713

☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長

議会事務局　☎34‒8712

河合純子

総務課
課長
牧田芳広

課長補佐（人事）
林　和美

課長補佐（行政）
髙木剛彦

課員
笠川晃央・和田幸也
清水拓郎・小辻和正

課員(兼)
大鎌延浩

学校教育課

課長
黒田三博

課長補佐(学校)
臥龍岡尊哉 

課長補佐（給食センター）
松村徹治

課員
山田幸一・木原千晶・佐々木桂子
正木俊行・モハマドシャイリル・坂下彩音
指導主事
佐々木史世・山野裕子

企画財政課
課長
佐々木靖郎

課長補佐
谷口浩之

課員
小道世知紀・安井正樹・坂下由美子
西森千尋

監理課
課長
杉本恭伸

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
林　康彦

課員
上山和美・小西智弘・森﨑千春
大橋直人・伊部茂幸・竹内史哉

防災安全課 課長
石田和也

課長補佐
安井俊幸

課員
佐々木由里・宮永裕次・山口堅悟

住民環境課
課長
藤﨑健一

課長補佐(住民)
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・川嶋孝史・髙松千鶴
森下千尋・佐々木岳大・鈴木亜紀子
久保伶奈

福祉課

課長
上坂明子

課長補佐(児童福祉)
髙木裕見子
課長補佐
(社会・高齢福祉)
中村あい

課員
後藤邦枝・見谷理奈・山﨑充晃
渡辺大作・黒田麻里・髙木浩輔
加藤みか・飛田莉奈江

保健師
木下里美

ホームヘルパー（兼）
網渕美春

町長公室 室長（兼）
牧田芳広

室長補佐
伊部由三

課員
菱谷祐子・大鎌延浩

運転手
松村　修

男女共同参画・人権室 室長（兼）
藤﨑健一

室長補佐(兼)
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴

生涯学習課
課長
酒井英則

課長補佐
稲田明美

課員
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

スポーツ振興課
課長
佐々木直人

課長補佐
北島崇行

課員
水野義之・竹内美幸・加藤条太郎
三谷元騎

国際交流室 室長（兼）
黒田三博

室長補佐（兼）
臥龍岡尊哉 

課員（兼）
モハマドシャイリル・坂下彩音

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
佐々木靖郎

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
小道世知紀

地域創生室 室長(兼)
佐々木靖郎

室長補佐
岡山克大

課員
青山晴彦

課員（兼）
西森千尋

書記
河合　智

総務理事
梅野秀一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
武藤幹雄

朝日学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（兼）
松村徹治

調理員
宮川幸代・吉田くみえ・進士利栄
京藤直美

生涯学習
センター

所長（兼）
酒井英則

次長(兼)
稲田明美

課員（兼）
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

文化歴史館 館長
滝本正美

館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀

国体推進室
☎34‒8701

☎34‒8730

室長(兼)
佐々木直人

室長補佐
久保義治

課員
畑　優器

図書館 館長心得
左近昭博

司書
文室小百合

生涯学習センター
宮崎分館

館長(併)
原　雅哉

館長補佐心得(併)
小山さとみ

課員（併）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
福澤秀一

課員（併）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員(併)
道畑直和

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
森﨑晃次

課員（併）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

宮崎学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長心得(併)
小山さとみ

調理員
相馬はるみ・大川好枝

越前学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
福澤秀一

運転手
神谷宗典

調理員
掃部満寿美・磯網美代子
調理員（兼）
神谷宗典

織田学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
森﨑晃次

運転手
三田村保夫

調理員
森川陽子・渡辺奈保美
調理員（兼）
三田村保夫

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
菅原辰彦

室長補佐
北野宗昭

課員
牛若千鶴

課員(兼)
堤　真穂☎34‒8705

課長
菅原辰彦

課長補佐
齋藤健治

課員
上坂佳一・中村英哲・中西亜由美
野　哲治・堤　真穂

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐(農政)
新谷　満
課長補佐(農林水産)
小河宗基

課員
佐々木幸恵・木原尚裕・佐々木貴久
坂下哲哉・竹内敏雄・牧田茂晴
川端雅旭・小林宏光・木下早紀

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
畑　雅樹

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

常磐小学校 用務員
西野ひとみ

越前中学校 用務員
水嶋万寿美

教育委員会事務局長
三田村和久

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
木村良太

福井県地方税滞納整理機構(兼)
武田喜之

福井県後期高齢者医療広域連合
堀内文夫

(一財)越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳
早坂英介・石川智美

鯖江広域衛生施設組合
水島友樹

福井県丹南広域組合
浜野宏次

(一社)越前町観光連盟
津田豊申・毛利裕昭

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
高原健二・小山喜世美・橘　研吾宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得(兼)
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

宮崎コミュニティ
センター

室長
山谷芳一

室長補佐
福澤秀一

課員
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和　　　

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
福澤秀一
（地域防災担当）

課員（兼）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬

越前コミュニティ
センター

室長
鈴木恵美

室長補佐
森﨑晃次

課員
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
森﨑晃次
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田コミュニティ
センター

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・松葉雪枝・谷口育代
中山貴世・齋藤忠良・青山裕美
鈴木知恵

調理員
冨田とみゑ

☎34‒0395

☎36‒2288

☎36‒7712

☎37‒7712

☎32‒7712

☎34‒2000

☎34‒2000

☎36‒1570

☎37‒0626

☎32‒2166

☎34‒1634

☎34‒1374 ☎37‒1200

☎34‒8713

☎34‒8716

会計管理者
出口俊一

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
菅原多恵 

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
出口俊一

税　務　課
課長
木本加代子

課長補佐(課税)
宮川泰昌
課長補佐(納税)
中上由美

課員
山内了輔・武田喜之・大矢康一
杉森　匡・中倉京子・西　益男
下仲　翔・水嶋康志郎・冨田洋輔☎34‒8709

会
計
部
門

課長
友広家延

課長補佐(上水)
上坂健一
課長補佐(下水)
清水英一

課員
牧野正克・阪下倫夫・黒﨑一哉
大鎌瑞奈・左近知也・幸山流気
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
加藤昭宏

建
　設
　部
　門

課長
吉田純子

課長補佐(住宅政策)
荒井基志
課長補佐(移住定住)
山口和美

課員
山田宗治・鷲田久憲・古﨑竜司
駒野裕子定住促進課

☎34‒8727

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐(朝日･宮崎)
佐々木訟覚

課員
尾澤正章・三七広樹・藤田智広
山本周二良・森下智晴・齋藤　尭
西端沙紀
技術補助員
小川　茂

課長補佐(越前･織田)
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

所長（兼）
安達俊英

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世・増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
水嶋敬子

課員
佐々木ひとみ・水島伸也・松島顕子
上野孝則・谷口悦子・松田貴之

課長補佐（介護）
轟久美子

保健師
髙島幸恵・岡田明代・南　七恵
坂尻友梨佳
栄養士
榎本博美
事務補助員
春木明美・川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

介護福祉士
姉﨑加奈子

課長補佐(健康増進)
出口博美
課長補佐(健康増進)
吉田直子

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織☎32‒2323

織田子育て支援センター 所長（兼）
木村美枝子☎36-2232

織田児童館 館長
木村美枝子☎36-2232

小曽原保育所
所長
井上佳津代

保育士
高原律子・与坂悠子・酒井基圭
三田村あずさ☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
芝田優子・月田有香・谷口万絵
小荒繁美・木下祐子・金本芳恵
近藤泰子・佐々木葵☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・堀　京子
三村彰信・永谷沙織

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

☎34‒5602

☎34‒8725

☎34‒8715

☎34‒8708

☎36‒1111

☎36‒7711

☎37‒1501

☎37‒7711

☎32‒2000

☎32‒7711

☎34‒8719

☎34‒7771

☎34‒8714

☎34‒8702

☎34‒8721

☎34‒8728

☎34‒8700
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図書館宮崎分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書（兼）
阿部祥子

事務補助員
山﨑美保子

図書館織田分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
堤　和代

図書館越前分館 館長心得(兼)
左近昭博

司書
阿部祥子

☎36‒2288

☎37‒7713

☎32‒7712

議　会
議会事務局長
佐々木大輔

次長

議会事務局　☎34‒8712

河合純子

総務課
課長
牧田芳広

課長補佐（人事）
林　和美

課長補佐（行政）
髙木剛彦

課員
笠川晃央・和田幸也
清水拓郎・小辻和正

課員(兼)
大鎌延浩

学校教育課

課長
黒田三博

課長補佐(学校)
臥龍岡尊哉 

課長補佐（給食センター）
松村徹治

課員
山田幸一・木原千晶・佐々木桂子
正木俊行・モハマドシャイリル・坂下彩音
指導主事
佐々木史世・山野裕子

企画財政課
課長
佐々木靖郎

課長補佐
谷口浩之

課員
小道世知紀・安井正樹・坂下由美子
西森千尋

監理課
課長
杉本恭伸

課長補佐（入札・検査）
河瀬慎人
課長補佐（施設）
林　康彦

課員
上山和美・小西智弘・森﨑千春
大橋直人・伊部茂幸・竹内史哉

防災安全課 課長
石田和也

課長補佐
安井俊幸

課員
佐々木由里・宮永裕次・山口堅悟

住民環境課
課長
藤﨑健一

課長補佐(住民)
岡田寿子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・川嶋孝史・髙松千鶴
森下千尋・佐々木岳大・鈴木亜紀子
久保伶奈

福祉課

課長
上坂明子

課長補佐(児童福祉)
髙木裕見子
課長補佐
(社会・高齢福祉)
中村あい

課員
後藤邦枝・見谷理奈・山﨑充晃
渡辺大作・黒田麻里・髙木浩輔
加藤みか・飛田莉奈江

保健師
木下里美

ホームヘルパー（兼）
網渕美春

町長公室 室長（兼）
牧田芳広

室長補佐
伊部由三

課員
菱谷祐子・大鎌延浩

運転手
松村　修

男女共同参画・人権室 室長（兼）
藤﨑健一

室長補佐(兼)
岡田寿子

課員（兼）
髙松千鶴

生涯学習課
課長
酒井英則

課長補佐
稲田明美

課員
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

スポーツ振興課
課長
佐々木直人

課長補佐
北島崇行

課員
水野義之・竹内美幸・加藤条太郎
三谷元騎

国際交流室 室長（兼）
黒田三博

室長補佐（兼）
臥龍岡尊哉 

課員（兼）
モハマドシャイリル・坂下彩音

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
佐々木靖郎

センター長補佐（兼）
谷口浩之

課員（兼）
小道世知紀

地域創生室 室長(兼)
佐々木靖郎

室長補佐
岡山克大

課員
青山晴彦

課員（兼）
西森千尋

書記
河合　智

総務理事
梅野秀一

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
武藤幹雄

朝日学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（兼）
松村徹治

調理員
宮川幸代・吉田くみえ・進士利栄
京藤直美

生涯学習
センター

所長（兼）
酒井英則

次長(兼)
稲田明美

課員（兼）
森下亜希子・安井明希子・吉田卓矢
山田朋美・山下祥兵

文化歴史館 館長
滝本正美

館長補佐
岡田正一

学芸員
堀　大介・小辻陽子・村上雅紀

国体推進室
☎34‒8701

☎34‒8730

室長(兼)
佐々木直人

室長補佐
久保義治

課員
畑　優器

図書館 館長心得
左近昭博

司書
文室小百合

生涯学習センター
宮崎分館

館長(併)
原　雅哉

館長補佐心得(併)
小山さとみ

課員（併）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
山谷芳一

館長補佐（併）
福澤秀一

課員（併）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員(併)
道畑直和

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
鈴木恵美

館長補佐（併）
森﨑晃次

課員（併）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

宮崎学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長心得(併)
小山さとみ

調理員
相馬はるみ・大川好枝

越前学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
福澤秀一

運転手
神谷宗典

調理員
掃部満寿美・磯網美代子
調理員（兼）
神谷宗典

織田学校給食
センター

所長（兼）
黒田三博
次長（併）
森﨑晃次

運転手
三田村保夫

調理員
森川陽子・渡辺奈保美
調理員（兼）
三田村保夫

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
菅原辰彦

室長補佐
北野宗昭

課員
牛若千鶴

課員(兼)
堤　真穂☎34‒8705

課長
菅原辰彦

課長補佐
齋藤健治

課員
上坂佳一・中村英哲・中西亜由美
野　哲治・堤　真穂

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐(農政)
新谷　満
課長補佐(農林水産)
小河宗基

課員
佐々木幸恵・木原尚裕・佐々木貴久
坂下哲哉・竹内敏雄・牧田茂晴
川端雅旭・小林宏光・木下早紀

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
畑　雅樹

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

常磐小学校 用務員
西野ひとみ

越前中学校 用務員
水嶋万寿美

教育委員会事務局長
三田村和久

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
木村良太

福井県地方税滞納整理機構(兼)
武田喜之

福井県後期高齢者医療広域連合
堀内文夫

(一財)越前町公共施設管理公社
青山秋彦・松本　淳
早坂英介・石川智美

鯖江広域衛生施設組合
水島友樹

福井県丹南広域組合
浜野宏次

(一社)越前町観光連盟
津田豊申・毛利裕昭

室長
原　雅哉

室長補佐心得
小山さとみ

課員
高原健二・小山喜世美・橘　研吾宮崎住民サービス室

センター長（兼）
原　雅哉

センター長補佐心得(兼)
小山さとみ
（地域防災担当）

課員（兼）
高原健二・小山喜世美・橘　研吾

宮崎コミュニティ
センター

室長
山谷芳一

室長補佐
福澤秀一

課員
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬
事務補助員
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和　　　

越前住民
サービス室

センター長（兼）
山谷芳一

センター長補佐（兼）
福澤秀一
（地域防災担当）

課員（兼）
柴矢昌美・大橋伸也・牧田千佳
増田佑馬

越前コミュニティ
センター

室長
鈴木恵美

室長補佐
森﨑晃次

課員
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田住民
サービス室

センター長（兼）
鈴木恵美

センター長補佐（兼）
森﨑晃次
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木浩子・水島美奈・下仲順子
上平圭太

織田コミュニティ
センター

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・松葉雪枝・谷口育代
中山貴世・齋藤忠良・青山裕美
鈴木知恵

調理員
冨田とみゑ

☎34‒0395

☎36‒2288

☎36‒7712

☎37‒7712

☎32‒7712

☎34‒2000

☎34‒2000

☎36‒1570

☎37‒0626

☎32‒2166

☎34‒1634

☎34‒1374 ☎37‒1200

☎34‒8713

☎34‒8716

会計管理者
出口俊一

会　計　課 課長
山下和信

課長補佐
菅原多恵 

課員
藤野祐子☎34‒8706

会計理事（兼）
出口俊一

税　務　課
課長
木本加代子

課長補佐(課税)
宮川泰昌
課長補佐(納税)
中上由美

課員
山内了輔・武田喜之・大矢康一
杉森　匡・中倉京子・西　益男
下仲　翔・水嶋康志郎・冨田洋輔☎34‒8709

会
計
部
門

課長
友広家延

課長補佐(上水)
上坂健一
課長補佐(下水)
清水英一

課員
牧野正克・阪下倫夫・黒﨑一哉
大鎌瑞奈・左近知也・幸山流気
中島悠太

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
加藤昭宏

建
　設
　部
　門

課長
吉田純子

課長補佐(住宅政策)
荒井基志
課長補佐(移住定住)
山口和美

課員
山田宗治・鷲田久憲・古﨑竜司
駒野裕子定住促進課

☎34‒8727

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐(朝日･宮崎)
佐々木訟覚

課員
尾澤正章・三七広樹・藤田智広
山本周二良・森下智晴・齋藤　尭
西端沙紀
技術補助員
小川　茂

課長補佐(越前･織田)
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

所長（兼）
安達俊英

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世・増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀☎34‒8729

健康保険課

課長
安達俊英

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
水嶋敬子

課員
佐々木ひとみ・水島伸也・松島顕子
上野孝則・谷口悦子・松田貴之

課長補佐（介護）
轟久美子

保健師
髙島幸恵・岡田明代・南　七恵
坂尻友梨佳
栄養士
榎本博美
事務補助員
春木明美・川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子・網渕美春

介護福祉士
姉﨑加奈子

課長補佐(健康増進)
出口博美
課長補佐(健康増進)
吉田直子

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織☎32‒2323

織田子育て支援センター 所長（兼）
木村美枝子☎36-2232

織田児童館 館長
木村美枝子☎36-2232

小曽原保育所
所長
井上佳津代

保育士
高原律子・与坂悠子・酒井基圭
三田村あずさ☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
芝田優子・月田有香・谷口万絵
小荒繁美・木下祐子・金本芳恵
近藤泰子・佐々木葵☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・堀　京子
三村彰信・永谷沙織

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

☎34‒5602

☎34‒8725

☎34‒8715

☎34‒8708

☎36‒1111

☎36‒7711

☎37‒1501

☎37‒7711

☎32‒2000

☎32‒7711

☎34‒8719

☎34‒7771

☎34‒8714

☎34‒8702

☎34‒8721

☎34‒8728

☎34‒8700

コンビニ交付を利用するために、マイナンバーカードを取得しましょう。
問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

取得できる証明書
　●住民票の写し （本人・世帯）…300円 
　　※マイナンバー入りの住民票は、発行できません。
　　※世帯全員の住民票を申請された場合、1人1枚ずつ印刷され、ホッチキス止めはされません。
　　　1枚のみでの使用は無効になりますので、ご注意ください。
　●印鑑登録証明書（本人）…300円

安心・安全対策
　音声案内や画面表示による取り忘れ防止対策や、 偽造・改ざん防止処理をほどこしています。 

証明書の取り方

　4月28日から、暗証番号（4桁）が搭載されたマイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストア（サー
クルKサンクス、セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン）に設置してあるマルチコピー機から以下の証明
書が取得できるようになりました。取得できる時間は、午前6時30分から午後11時までです。

（12月29日から 翌年1月3日までと、システム休止日は除く） 

住民票の写しと印鑑登録証明書のコンビニ交付が始まります

①マルチコピー機の画面に表示されている「行政サービス」ボタンを押してください。

▲サークルKサンクスでの画面 ▲ファミリーマートでの画面 ▲ローソンでの画面

②メニュー選択 ④暗証番号の入力

⑩領収書発行

⑥必要な証明書の選択⑦記載事項や部数の選択

③マイナンバーカードを
　置く

カード置場に
カードをおきます。

⑧料金を支払

手数料を投入口に
入金します。

⑨証明書印刷

取り忘れにご注意
ください

⑤マイナンバーカード
　取出

カードを
取り外します。
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問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

　
町
で
は
、
多
発
す
る
気
象
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
よ
り
早

く
、
よ
り
正
確
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
町
の
全
域
に
戸
別
受
信
機
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
を
各
ご
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
避

難
情
報
や
食
糧
、
水
と
い
っ
た
救
援
物
資
の
配
分
支
援
、
各
区
で

の
共
助
の
活
動
に
つ
な
が
る
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
戸
別
受

信
機
の
設
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　平成27・28年度は、朝日地区、
宮崎地区のご家庭へ設置を進めてき
ましたが、今後も戸別受信機の設置
希望を受け付けています。朝日地区、
宮崎地区で設置されていない人は、
お気軽にお問い合わせください。

①区長から各ご家庭に配布される戸別受信機設置希望調査な
どに必要事項を記入し、区長へ提出してください。

	 （5～ 6月）

②施工業者が訪問し、工事の日時を相談して決めます。
　（9月以降）

③決定した工事日に施工業者が訪問するので、家の人立会い
のもと、工事を行います。（工事の時間は2～3時間程度）

・戸別受信機は、町から放送する情報をご家庭で聞いていただくためのラジオのようなものです。

・電波がとおりにくい建物の場合には、屋外アンテナを取り付けます。（壁面にアンテナ線を通す穴を開ける
などの工事が必要となります。）

・戸別受信機の機器代（本体・屋外アンテナ）、設置費用は町が全額負担します。町民のみなさんへ無償でお
貸ししますので、大切に保管しましょう。

・戸別受信機には、録音機能があります。放送を聞き逃しても、再生して確認することができます。

・通常は家庭用電源で動作しますが、停電時には乾電池で動作しますので、いざという時のために、乾電池
を入れておきましょう。（乾電池のランプが赤く点滅しているときは乾電池が消耗しています。）

・乾電池の液漏れなどがないか定期的に確認し、1年に1度は乾電池を交換しましょう。

・内部にほこりが入らないように、定期的にふき取りをしましょう。

・通常は音量をしぼっておきましょう。

　戸別受信機は屋内の壁面へ、屋外アンテナ（ダイポールアンテナまたは三素
子八木アンテナ）は屋外の壁面への取り付けが基本となります。

ダイポールアンテナ
（通常の屋外アンテナ）

三素子八木アンテナ
（電波の状態が悪いエリア用）

災
害
に
強
い
町
を

目
指
し
て

　
平
成
29
年
度
は
、
織
田
地
区
の
全
世
帯
を
対
象
に
戸
別
受
信
機

の
設
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
、
町
の
発
信
す
る
情
報
を
入
手
す
る
手
段
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
家
庭
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
は

織
田
地
区
が
対
象
で
す

朝日地区、宮崎地区の
みなさんへ

織田地区での設置工事までの手順

戸別受信機について

戸別受信機を設置されているみなさんへ

戸別受信機（録音機能付き）

緊急時の放送と通常時の放送があります。

緊急時の放送

通常時の放送

・災害時の避難指示・避難
勧告など、人命に関する
情報のお知らせ
・全国瞬時警報システム
	（Jアラート※）による緊
急情報のお知らせ
・その他の緊急事態に関す
る情報のお知らせ

・イベントなどに関する情報のお知らせ
・ミュージックチャイムによる時報（朝日・宮崎・織田地区1日5回、越前地区1日4回）

※ Jアラートとは、弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報などの緊急情報を人工衛星を用い
て国から送信し、市区町村の防災行政無線や携帯電話用のメールなどを自動起動させるもので、国
から住民まで緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

こんな時に放送されます
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町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん



　町には、絶景が望める越前海岸、歴史の情緒漂う劔神社、越前焼の伝統継承と憩いの場を兼ね備えた越前陶芸村
などがあり、豊かな自然や歴史の遺産は、町の貴重な財産となっています。
　屋外広告物には、広報や宣伝の役割を担い、町の賑わいや活気を創出する役割がある一方、無秩序に掲出されれ
ば景観を阻害するだけでなく、広告物の落下などにより通行人や車両に危害を加えるおそれもあります。これらの
事態を避けるためにも、屋外広告物のルールを知り、安全で景観と調和した屋外広告物の掲出に努めましょう。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

屋外広告物とは
　①常時または一定の期間継続して、②屋外で、
③公衆に表示されるものであって、④看板、はり
紙、広告塔、広告板、建物の壁面に表示されたも
のなどをいいます。（右図参照）
※屋外広告物を設置する際は、原則「町長の許可」

が必要です。
※屋外広告物の基準や規制は、福井県屋外広告物

条例で定められています。

禁止広告物とは
◦破損または老朽化したもので、著しく美観風致を損なったり、公衆に危害を及ぼすおそれのあるもの
◦倒壊または落下するおそれのあるもの　・道路交通の安全を阻害するおそれがあるもの　　　　など

禁止物件とは
　橋梁、トンネル、街路樹、信号機、道路標識、道路上の柵、消火栓、郵便ポスト、電柱、街灯柱などで、こ
れらには、屋外広告物が掲出できません。

福井県屋外広告物条例が改正されました
　地域の特性に応じた良好な景観形成のため、昨年10月に福井県屋外広告物条例が改正されました。主な変
更点は、次のとおりです。
◦屋外広告物の掲出禁止地域の細分化
◦屋外広告物の設置基準の変更
◦信号交差点周辺の屋外広告物掲出の規制
（町では「一般国道×一般国道」「一般国道×県道」「一般国道×市町道」「県道×県道」で信号機を有する交差
点が規制交差点となります。）

「既存不適格広告物」の経過措置と補助制度
　「既存不適格広告物」とは、昨年の条例改正により、新たな基準に適合しなくなった屋外広告物のことです。

経過措置
　禁止地域や規制交差点周辺 ⇒ 改正条例が施行されて以降6年間の猶予期間があります。

 つまり、平成34年9月30日までに、既存不適格広告物の撤去・改修が必要です。

　　許可地域 ⇒ 屋外広告物の変更・改造時に新基準を適用します。

補助制度
　6年以内に撤去・改修が必要となる既存不適格広告物は、福井しあわせ元気国体の開催までに改善が進
むよう、撤去・改修費用の一部を支援する補助制度があります。

　①補 助 期 間　平成30年8月31日まで（年度毎に先着順になります）
　②補助対象経費　一般・案内広告物の撤去費と自家用広告物の撤去、改修費
　③補助金の額　補助対象経費のうち、補助対象上限額に対し、3分の2を乗じた額。

※その他、条件がありますので、詳しくはお問い合わせください。
また、屋外広告物規制の詳細は、県のホームページでも公開
しています。

ご存知ですか？屋外広告物のルール

検　索福井県　屋外広告物

県内では1852人、全国では約23万人が活動しています。
　民生委員・児童委員は、身近な相談相手として、地域住民からの生活上の心配ごとや困り
ごと、医療や介護、子育ての不安などの相談に応じています。そして、その課題が解決でき
るよう、必要な支援への「つなぎ役」になります。
　また、地域の見守り役として、定期的な訪問などを通じて、高齢者や障がい者世帯、子ど
もたちの見守りをおこなっています。ご自分のこと、ご近所のことで何か困ったことがあれ
ば民生委員・児童委員にご相談ください。

問合せ先　福祉課　☎34‒8709

▲安心・安全な暮らしのため研修を実施 ▲子どもたちの安全を守ります ▲合宿通学のお手伝い

民生委員制度は創設100周年を迎えました
“ これからも地域とともに ”5月12日は「民生委員・児童委員の日」です

越前町民生委員児童委員協議会では、地域でこんな活動をしています

臨時福祉給付金（経済対策分）とは？
　平成26年4月の消費税率引上げに伴う影響を緩和するため、所得の低い人に対して、暫定的・臨時的な措置とし
て支給されるものです。
対象者（①・②をすべて満たす人）

①平成28年度の町民税が課税されていない人。
　ただし課税されている人に扶養されている人は除きます。
②生活保護を受けていない人。
給付金の額　15,000円
申 請 方 法

申請先は、平成28年1月1日時点で住民登録されている市町
村です。
支給対象となる可能性のある人には、5月下旬に申請書を郵
送しますので、福祉課または各住民サービス室に提出するか、
同封の封筒で返送してください。

申 請 期 間　6月1日㈪〜 8月31日㈭

支 給 方 法
申請内容を審査の上、支給決定となった場合はご指定の口座
にお振込みします。
※お振込み後に修正申告などで支給要件に該当しなくなった場合は、給付金を返還していただきます。

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

臨時福祉給付金（経済対策分）のご案内

広報 えちぜん13 平成29年５月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 12平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

http://www.town.echizen.fukui.jp/jigyou/06/p003929.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/tokei/koukoku/jyourei.html


　

交
通
安
全
協
会
で
は
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
事
故
防
止
と
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
表
彰
の
申
請
を
す
る
場
合
、
5
年
間
に
3
回

以
上（
1
年
に
1
回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

　

１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住
所
が
あ
る
人

は
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
前
年
中
の
収

入
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
確
定
申
告
を
し
た
人
、
収
入
が
給
与
・
年

金
の
み
の
人
は
除
く
）

　
な
お
、
収
入
状
況
が
未
申
告
の
場
合
、
所
得

証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
民
健

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

町
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

開
催
日
時　
5
月
19
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場　
　
所　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
鯖
江
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
☎
５
２‒

８
０
４
０

康
保
険
税
の
軽
減
や
、
そ
の
他
所
得
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
県
民
税
の
申
告
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

軽減の種類

車　種 環境性能 軽減割合 四輪自家用車
の税額

四輪車
乗用車
自家用

電気・天然ガス自動車 75% 2,700円

ガソリン車
H32燃費基準

＋20％達成 50% 5,400円

達　　　成 25% 8,100円

四輪車
貨　物
自家用

電気・天然ガス自動車 75% 1,300円

ガソリン車
H27燃費基準

＋35％達成 50% 2,500円

＋15％達成 25% 3,800円

月 日 場所（駐車場で実施） 時　　間

5月10日
（水）

朝日コミュニティセンター 午前 9 時～10時30分

生涯学習センター糸生分館 午前11時～正午

宮崎コミュニティセンター 午後 1 時30分～ 3 時

はなみずき温泉「若竹荘」 午後 3 時30分～
4 時30分

5月17日
（水）

越前サブコミュニティセンター 午前 9 時～10時

越前コミュニティセンター 午前10時30分～正午

萩野生活改善センター 午後 1 時30分～
2 時30分

織田コミュニティセンター 午後 3 時～ 4 時30分

　
軽
自
動
車
の
環
境
性
能
に
応
じ
て
、
税
率
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用

期
間
が
1
年
延
長
さ
れ
、
平
成
28
年
度
中
に
新

車
購
入
し
た
車
両
も
、軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
電
気
・
天
然
ガ
ス
自
動
車
は
、Ｈ
21
排
出
ガ

ス
基
準
10
％
低
減
達
成
車
に
限
り
ま
す
。

※
ガ
ソ
リ
ン
車（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
含
む
）は
、

Ｈ
17
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減
達
成
車
（
★

★
★
★
）
に
限
り
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
は
新
車
購
入
後
の

最
初
の
課
税
年
度
に
限
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
に
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
る
減
税
を
受
け

た
場
合
は
、
平
成
29
年
度
の
減
税
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従

業
者
4
人
以
上
の
全
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
6
月
1
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の
重
要
な
調
査

で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
、
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使

用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調

査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

工業統計キャラクター
コウちゃん

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
飼
い
犬
の
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

5
月
10
日
㈬
、
17
日
㈬
に
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
を
実
施
し
ま
す
。

　
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
、
注

射
済
票
の
交
付
が
ま
だ
の
人
は
、
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
な
料
金
は
、
案
内
ハ

ガ
キ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

必
要
な
物

◦
案
内
ハ
ガ
キ

◦
登
録
・
注
射
に
必
要
な
料
金

◦
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書

　
（
既
に
注
射
を
済
ま
せ
た
場
合
）

※
会
場
に
は
飼
い
犬
を
保
定
で
き
る
人
が
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
へ

の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
標
語
・
作
文
の
募
集
は
、
非
行
問
題
な
ど
に

関
し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た

こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
作
品
を
と
お
し
て

町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
運
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主　
　
催

　
第
67
回
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

　
越
前
町
推
進
委
員
会

対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤
務
す
る
人

原　
　
稿

◦
標
語
・
作
文
と
も
に
原
稿
用
紙
と
し
、
作

文
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
〜
5

枚
と
し
、
1
枚
目
の
1
行
目
に
題
名
を
、

2
行
目
に
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
は
、そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
1
点
と
し
ま
す
。

第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
・
作
文
募
集

◦
標
語
・
作
文
と
も
に
、
原
稿
は
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

◦
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切

　
5
月
26
日
㈮
必
着

提
出
先

　
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

　
越
前
町
推
進
委
員
会

　
（
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室
内
）

表　
　
彰

◦
標
語・作
文
と
も
に
概
ね
最
優
秀
賞
1
点
、

優
秀
賞
3
点
と
し
ま
す
。

◦
表
彰
は
、
7
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
推
進

委
員
会
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他

作
品
の
著
作
権
、
版
権
な
ど
は
、
推
進
委
員

会
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
☎
３
４‒

８
７
１
５

男女共同参画・人権のとびら

　6月1日（木）は人権擁護委員の日です。
　自分の人権・他人の人権守られていますか？人権問題ではないかと感じたり、困りごと
や心配ごとがあったら、お気軽にご相談ください。相談はわかりやすく親切に行います。
秘密は厳守しますのでご安心ください。

日　時　6月1日（木）
　　　　午前9時～午後4時
場　所　織田コミュニティセンター
相談員　丹生地区人権擁護委員

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

特設人権相談所を開設します

Vol.11
人権イメージキャラクター

人KENまもる君

　5月28日（日）～ 6月3日（土）の間、
作文・ポスター作品を織田ショッピン
グセンターメルシロビー内
に展示します。

昨年度の人権ポスターコンテスト入賞作品

広報 えちぜん 14平成29年５月号広報 えちぜん15 平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/05/02/p004037.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/03/01/05/p001429.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/03/02/p003743.html


越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

A word from the international arena...

Vol.124
国際交流室から一言

～南オーストラリア、バードウッド高校から帰ってきました～

楽しい英会話教室（初級・中級）を開きます

日本語講座の受講生を募集しています

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　3月15日から28日までの2週間、町内中高生16人が南オー
ストラリア州のバードウッド高校を訪問しました。オースト
ラリアは、中高一貫教育制度で、派遣生は日本の中高生にあ
たる幅広い年齢の生徒と交流しました。派遣生は、2週間の滞
在中、バードウッド高校の生徒の家庭にホームステイし、学
校に通いながら実際にオーストラリアの生活を体験しました。
　バードウッド高校では、授業のほか、自然公園や農場など
周辺の各所へも出掛けました。派遣生は、オーストラリアの
学校では服装が自由なことや、宿題や部活動がないことなど
日本の学校生活との違いに驚きながらも、楽しい時間を過ご
していました
　異文化を肌で感じ、新しい発見や初めての体験に驚き、多
くの人々との出会いもありました。これらは生徒たちにとっ
て大きな財産となり、これからの町を背負って立つ生徒たち
の大きな成長の材料となりました。この派遣事業にご協力い
ただいた全てのみなさんに心からお礼を申し上げます。

　英会話教室の受講生を募集しています。日常会話を中心に初心者から上級者まで、年齢、性別、英語能
力など関係なく誰でも気軽に参加できます。

場　　所　越前町生涯学習センター	 受 講 料　4,000円（越前町国際交流協会会員3,000円）
定　　員　15人	 申込締切　5月12日（金）

　外国人のための日本語講座を開きます。教科書を使って、簡単な日本語文法と会話を中心に行います。
身近に外国出身者がいましたら、ぜひお知らせください。

初級講座（第1期） 中級講座（第1期）
　日　　時　6月1日（木）　午前10時から	 　日　　時　5月19日（金）　午後7時30分から
　　　　　　以降月2回木曜日（計10回）	 　　　　　　以降、毎週金曜日（計10回）
　講　　師　山本　康代（英語講師）	 　講　　師　イゴルキナ　ビクトリア（英語講師）

日　　時　5月18日（日）　午前10時から　以降、月2回日曜日（計10回）
講　　師　村田　千津子　先生（日本語しくらの会）	 場　　所　越前町生涯学習センター
受 講 料　3,000円（1回300円）	 申込締切　5月12日（金）
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福井しあわせ元気国体　運営ボランティア募集

デモンストレーションスポーツの実施日が決まりました

　福井しあわせ元気国体とプレ大会の運営ボランティアを募集します。ボランティアに参加して、町の魅力を自
分たちで発信し、全国からの来場者を温かく笑顔でお迎えしませんか。
　みなさんの力をひとつに合わせ、福井しあわせ元気国体を盛り上げましょう。
主な業務
◦受付、会場案内　　◦休憩所運営　　◦弁当配布　　◦会場整理
◦環境美化　　　　　◦駐車場整理　　　　　　　　　　　　　　　など
※18歳未満の人は、保護者の署名、押印が必要です。
申込方法
　国体推進室、宮崎・越前・織田コミュニティセンターにある申込書を提出してください。申込書は、町ホームペー
ジからダウンロードもできます。

　越前町では、デモンストレーションスポーツ（デモスポ）として「ペタンク」と「6人制ホッ
ケー」の2種目を実施します。
ペ タ ン ク　平成30年9月2日㈰　織田中央公園グラウンド
6人制ホッケー　平成30年9月2日㈰　福井県立ホッケー場　

問合せ先　福井しあわせ元気国体越前町実行委員会（国体推進室内）　☎34‒8701

▲バードウッド高校の前で記念撮影

▲家庭科の授業

広報 えちぜん17 平成29年５月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 16平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/08/04/p003036.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kokutai/03/p005019.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kokutai/01/p005017.html


越前消防団　新入団員紹介

米ノ女性消防隊が優良婦人消防隊（表彰旗）を受賞しました

越前消防団織田地区第6分団車更新　最新消防ポンプ自動車導入

越前分遣所　最新消防ポンプ自動車配備

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　4月1日付で、越前消防団の辞令交付式が行われました。消防団長
に久保福治さん、副団長に山口典朗さんが任命されました。また、地
域を守るために20人の団員が入団され、越前消防団の新体制がスター
トしました。
　退任された橋本実前団長をはじめ、19人の前団員のみなさん、長
きにわたり地域を守っていただき、ありがとうございました。

新入団員紹介（敬称略）

　越前消防団長を拝命しました、久保福治です。
　越前町の安全・安心を守り、みなさんに親しま
れる消防団を目指し頑張って参ります。

地　区 分　団 氏　　　名

朝　日

1 分 団 高　山　智　隆

2 分 団
大　橋　和　洋
竹　内　伸　治

4 分 団
佐々木　俊　夫
山　口　堅　悟

5 分 団 花　山　　　猛

織　田
1 分 団 小　柳　辰　晃
2 分 団 林　　　大　介

宮　崎 5 分 団 井　上　達　也

地　区 分　団 氏　　　名

越　前

1 分 団

神　谷　宗　典
山　本　雅　史
上　津　正　太
山　野　大　智

4 分 団

塩　治　伯　信
増　田　崇　彦
山　本　喬　之
増　田　佑　馬
島　田　克　政

6 分 団 三　牧　聡　弘
7 分 団 濵　　　勝　裕

　3月7日、東京で第69回日本消防協会定例表彰（全国消防大会）が開かれ、越前町女性消防隊の米ノ女
性消防隊が優良婦人消防隊（表彰旗）を受賞し表彰されました。また、3月15日には、内藤町長に受賞の
喜びを報告しました。越前町女性消防隊の優良婦人消防隊受賞は、昨年の宮崎西地区女性消防隊の受賞に
引き続き、2年連続となります。

　越前消防団織田地区第6分団車が更新され、3月26日に丹生分署で入魂式および引渡式が行われました。
式では織田地区第6分団を代表して伊部分団長が「この最新鋭の消防車を使用し、地域住民のために恩返
しできるよう日々精進してまいります」と謝辞を述べました。
　この消防ポンプ自動車のポンプは、A‒２級ポンプを装備し、毎分2,000リットル以上の放水が可能です。
またチェーンソーやコンクリート破壊器具など、大規模災害にも対応した資器材を積載しています。

　3月29日には、越前分遣所で最新の消防ポンプ自動車の配備式が行われました。近年、多種多様化する
災害に対応するために更新された消防ポンプ自動車は、四輪駆動式で、悪路や雪道でも高い性能を発揮し
ます。さらに、A‒1級のポンプが装備され、毎分2,800リットル以上の放水が可能となりました。すでに
配備されている新型救急車と共に、町の安全・安心を守ります。

▲新第6分団車両

▲入魂式

平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  3月16日～ 3月31日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成28年度　都市再生整備計画事業　調整池整備工事（その3） 気 比 庄 11,664,000 ㈱大生 定住促進課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

▲放水披露

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

久 保  福 治　団長

広報 えちぜん19 平成29年５月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 18平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

http://www.fd-sabaenyu.jp/


　町では、県のふるさと創造プロジェクト事業の一つとして、越前岬水仙ランドの通年型観光施設を目
指し、越前岬水仙ランドにある自然文学資料館をレストランへ改修する工事を進め、4月3日に、ガレッ
トカフェ H

ヘ イ ズ
AZE としてオープンしました。

　ガレットとは、フランス北西部の半島にあるブルターニュの郷土料理で、H
ヘ イ ズ
AZE では、日本有数の

そばの産地である福井のそば粉でガレットを焼いています。
　H

ヘ イ ズ
AZE とは、「もや」や「霧」という意味です。ブルターニュは、世界でもめずらしいリアス式海岸が

あり曇り空が多い地方だそうです。しかし、それがブルターニュならではの穏やかな人々や独特の文化
をはぐくみ、越前町に雰囲気がとてもよく
似ていることが名前の由来になっています。
　越前岬の高台にある H

ヘ イ ズ
AZE で、広大な日

本海を望みながら、優雅な気分になること
間違いなしです。

住　　所　越前町血ヶ平25‒2
　　　　　越前岬水仙ランド内
営業時間　午前11時〜午後8時
　　　　　（季節により変動）
定 休 日　木曜日
　　　　　※5月4日㈭は営業し、5月8日㈪〜 10日㈬は臨時休業します。

問合せ先　ガレットカフェ H
ヘ イ ズ
AZE　☎37‒1112　　　　　　

　日本植物園協会では毎年5月4日（みどりの日）を「植物園の日」と定めています。当園では、植物講座や特別体験コー
ナーを行います。

園長と歩く「春の植物観察」
　松本園長によるスライド講演と園内観察です。春の植物園を園長と一緒に満喫してください。
スライド講演　時　間　午前10時〜 10時30分
園内観察会　時　間　午前10時30分〜正午（小雨決行）

親子で楽しむ「ミニこいのぼりを作ろう」
　小さくかわいく飾れる「ミニこいのぼり」を作ります。
ご予約は不要ですので、当日参加お待ちしております。　
　時　間　午前10時〜正午、午後1時〜 4時　
　材料費　1個200円（別途入園料がかかります）　
　入園料　大人300円、中高生200円、小学生100円

　プラントピアは、平成6年6月1日に開園しました。毎年その頃の土曜・日曜の2日間を開園記念として、無料開
園しています。今年は、「福井の文化と花の融合」をテーマに、県内外の花関係者が集結し、花にあふれる福井の魅
力を全国に発信する「全国花のまちづくり福井大会」のサテライト会場としてプラントピアを盛り上げます。

日　時　6月3日（土）・4日（日）　午前9時〜午後4時

内　容
　★両日開催するイベント

　★日替わりで開催するイベント

　そのほか、木工キーホルダーやマグネット作りができる工作コーナーやご当地スイーツが大集合する飲食ブース、
クイズラリーなどイベントがいっぱいの2日間です。

問合せ先　福井総合植物園　プラントピア　☎34‒1120

越前岬水仙ランドに「ガレットカフェ HAZE」がオープンプラントピア　春のイベント情報

　
美
し
い
ブ
ナ
林
を
満
喫
し
な
が
ら
、
泰
澄
大

師
の
修
行
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
5
月
28
日
㈰　
雨
天
決
行

集
合
場
所　
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜

　
　
　
　
　
コ
テ
ー
ジ
下
駐
車
場

行　
　
程　
午
前
６
時
30
分  

集
合･

受
付 

→ 

午
前
7
時 

入
山
式 

→ 

正
午 

山
頂  

→ 

午
後
3
時 

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜

駐
車
場
到
着
（
予
定
）

※
山
頂
で
は
、
泰
澄
祭
、
神
事
、

泰
澄
鍋
の
ふ
る
ま
い
、
あ
そ
う

づ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
森
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
小
学
生
以
上

　
　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　
千
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

　
　
　
　
　
※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

服　
　
装　
長
袖
シ
ャ
ツ
、長
ズ
ボ
ン
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、
帽
子
な
ど
山

歩
き
に
必
要
と
さ
れ
る
格
好

泰
澄
大
師
白
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念　
第
29
回
越
知
山
泰
澄
ト
レ
イ
ル

持
ち
物 

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
手
袋
、

防
寒
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
タ
オ
ル
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

申
込
み　
当
日
午
前
7
時
ま
で
に
集
合
し
、

受
付
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

定　
　
員　
１
９
０
人

 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

そ
の
他　
当
日
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険

に
加
入
し
ま
す
が
、
怪
我
や
事
故

の
対
応
は
自
己
責
任
で
お
願
い
致

し
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
知
山
泰
澄
ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
事
務
局　
高
橋

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

７
０
８
１‒

６
７
３
２

「植物園の日」特別プログラム

開園記念日　－第23回花のまちづくり福井大会－

花の寄せ植え教室
時　　間　午前9時〜 10時
定　　員　各20人
参 加 費　1回500円

和紙でサザンカづくり
日　　時　6月3日（土）
　　　　　午前10時30分〜正午、
　　　　　午後2時〜 3時30分
定　　員　各20人
参 加 費　1回　500円

多肉植物寄せ植え教室
日　　時　6月4日（日）
　　　　　午前10時30分〜正午、
　　　　　午後2時〜 3時30分
定　　員　各20人
参 加 費　1回　500円

宮誠而氏講演会
植物写真家の宮氏によるご自身の
活動や撮影テクニックの講演です。
日　　時　6月4日（日）
　　　　　午後1時〜 2時

野鳥観察会
日本野鳥の会のみなさんがわかりやす

く指導。双眼鏡もご用意します。

時　　間　午前9時〜 11時
定　　員　各30人

苔玉づくり
時　　間　午後1時〜 2時30分
定　　員　各20人
参 加 費　1回500円

園内観察会
松本園長による園内観察会です。
時　　間　午後2時30分〜 4時
定　　員　各30人

2人で楽しむ植物園
お2人の特別な時間をご提供します。
（アフタヌーン・ティー付き）
時　　間　午後1時〜 4時
定　　員　各10組（20人）
参 加 費　1組3,000円

花苗プレゼント
両日先着100人に福井しあわせ元

気国体の花マリーゴールドなどの

苗をプレゼント。

時　　間　午前9時〜
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。
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０
０
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泰
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ガ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ハンカチノキが見ごろです
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ゴールデンウィークの観光施設営業日のご案内

５　　　　　月 電話番号
（市外局番：0778）1㈪ 2㈫ 3㈬ 4㈭ 5㈮ 6㈯ 7㈰ 8㈪

朝
日
地
区

糸生温泉「泰澄の杜」 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2322
福井総合植物園「プラントピア」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34–1120
越前町ふるさと特産加工場 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34–0637
老人福祉センター「幸若苑」 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 34–2095
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2850

宮
崎
地
区

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–2753
おもいでなファーム ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 32–3545
越前陶芸村文化交流会館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32–3200
福井県陶芸館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32–2174
老人憩いの家「陶寿園」 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 32–3105
越前焼の館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32–2199

越
前
地
区

越前温泉露天風呂「日本海」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39–1126
道の駅「越前」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

37–2360越前温泉露天風呂「漁火」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アクティブハウス越前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
越前がにミュージアム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37–2626
道の駅越前　うおいち 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37–2500
水仙荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–1585
越前岬水仙ランド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37–2501
越前温泉「道の湯」 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 37–2260
越前温泉「なぎさの湯」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37–0637

織
田
地
区

オタイコ ･ヒルズ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36–2061
悠久ロマンの杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050
織田文化歴史館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36–2288
雨田光平記念館 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 36–2666

※予定のため、変更になる場合があります。　　○通常営業　　×休館

パラティヌス・フェレンツさん木下由香さん

越前陶芸村会 場 

9：00～17：00
（最終日は16：00まで）

時 間

「越前焼」陶器市「越前焼」陶器市
5 同時開催イベント27●▲29●土 月

5/27土・28日

5 27●土 5 28●日

■

■特産品バザー・越前伝統工芸品販売コーナー
　たけのこ茶屋

■春の特別展
 「梅藤哲朗 陶彫」
～5月29日まで

5月19日～5月29日

■越前焼輪投げコーナー（芝生広場）

電動ろくろ体験・あおぞら絵付教室（福井県陶芸館前）
薪窯焼成見学（県工業技術センター窯業指導分所横「越前窯」）
いけばな展（越前陶芸村文化交流会館）
ワクワクこどもあそびコーナー（第２公園）
窯元めぐりこどもスタンプラリー（総合案内所）

■さつきあげ茶会（第２公園）
●10：00～16：00（雨天時：炎ぼの館）

● 9：30～15：00（予定）

茶券は総合案内所で販売。

数に限りがあります。

■ステージイベント（特設ステージ）

警察犬模範演技ショー
バルーンアートショー
郷土芸能などの発表
越前ブランドスペシャルオークション

■雪んこ餅つき振舞（越前陶芸村文化交流会館前）
●１回目10：30～　●２回目14：00～

■開催式 ●９：00～

■やきものオークション ●12：00～13：30

■FBCラジオ公開生放送 ●13：00～

布施辰徳
　 ●14：50～15：30（予定）

大江　裕
　 ●14：10～14：50（予定）

布施辰徳大江　裕

第37回 5/27 29開催日 土 月

きっとみつかる〝お気に入り〟

参加自由！！
ほり出し物をゲットしよう！

参加自由
■歌謡・ものまねショー

陶芸まつりの
メインイベント

県内窯元が一挙集結！
この3日間は、「超」お買い得な

越前焼が勢揃い！！

福井県陶芸館

■越前茶陶・茶道具展

～6月25日まで
■GIFT展 ～イースター物語～

■越前焼で珈琲時間

越前陶芸村文化交流会館

特設ステージ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
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テ
ィ
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「
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の
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サ
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」

　
町
内
の
保
育
園
年
長
児
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対
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と
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国
際
音
楽
祭
in
越
前
町  

～
プ
ロ
の
演
奏
を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～豊永美恵さん

問合せ先　越前陶芸まつり実行委員会　☎32‒2000
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こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第22回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

好奇心子は大空へ翼持つ	 山田千栄子
青空に待ってましたと鯉のぼり	 松村　典子川 柳 朝起きて空の機嫌をお伺い	 冨田コズヱ

尻軽く動く娘の玉の輿	 渡辺　照子川 柳

健康づくり出前講座

　厚生労働省から発表されている平成25年の日本人の平均寿命では、男性は80.21歳、女性は86.61歳
と男女ともに80歳を越えています。
　一方、「健康寿命」という言葉をご存知でしょうか。これは、健康上の問題がなく、日常生活を普通に
おくることができる状態のことをいいます。健康寿命の平均は、男性が71.19歳、女性が74.21歳です。
　平均寿命と健康寿命の差は、男性は約9年、女性は約12年。この期間に介護を受けるなど健康では
ない期間があることを意味しています。平均寿
命と健康寿命の差が拡大すると、医療費や介護
費の負担増となり、家計への影響は避けられま
せん。
　健康寿命を延ばすことは、高齢化の進む中で
とても重要なことです。「越前町健康増進計画」
でも健康寿命を延ばすために、個人の健康増進
と社会全体での健康づくりに取り組むことと
しています。
　では、健康寿命を延ばすためにはどのような
ことが大切でしょうか。世代を問わず、普段か
ら食生活や運動を意識することが大切です。

　町では、地区や各種団体などの集まりの場に、保健師や栄養士、運動
指導士などが直接出向き、みなさんの健康づくりをお手伝いする出前講
座を行います。

対　象　原則町民で構成する10人～ 50人程度の団体

講　師　町保健師、町栄養士、健康運動指導士など

申込み　健康保険課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、ご提出ください。
　　　

越前町健康づくりポイント事業

こころをいやす相談会のご案内

織田病院　看護フェアのご案内

　健康づくりを実践してポイントを集めると記念品がもらえる「えちぜん健康チャレンジ」が6月から
始まります。
　健康診断の受診や健康講座の受講、健康習慣の実践などがポイントの対象になります。前ページの「健
康づくり出前講座」もポイント対象事業です。
　地域で、各種団体で、親しい仲間同士で、健康づくりを始めませんか。

　「ひどいストレスを感じている」「気持ちの整理をしたい」「人間関係で悩んでいる」「気持ちが落ち込ん
でいる」など、ひとりで悩んでいませんか。
　あなたが悩んでいることを臨床心理士　千崎　愛先生とじっくり話をして解決の糸口を見つけていき
ましょう。ご家族のみなさんの相談にも応じます。
　心をいやす相談会は、毎月1回、越前町役場別館で行っています。日時は、広報えちぜんの「こころ
とからだのカレンダー」や町ホームページでご確認ください。

※相談は、45分程度の個別相談です。
※費用は、無料ですが、事前の予約が必要です。予約は、匿名でも可能です。
※来庁できない場合は、電話での相談や訪問での対応も可能です。

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

　織田病院では、お家で介護している方を応援するため、看護フェアを開きます。介護される人の口腔
ケアの方法を学んで、お口の中から肺炎を予防しましょう。
　その他にも介護用品の展示や相談、簡単な検査や血管年齢の測定など、どなたでも体験することがで
きます。

日　時　5月15日（月）　午後1時～ 4時
　　　　5月16日（火）　午前9時～午後3時

場　所　織田病院

問合せ先　織田病院総務課　☎36–1000

詳しくは、広報えちぜん6月号の折込みチラシでお知らせします。

健康的な生活習慣を
手にいれよう！

私は、毎日の体重
測定でポイントを
ためます！

申し込み
募集します！

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

がん検診受診で
ボーナスポイント！

60歳

※資料：平均寿命は、厚生労働省　健康寿命は、厚生労働科学研究

70歳 80歳

男
性

女
性

健康寿命71.19歳

健康寿命74.21歳

平均寿命80.21歳

平均寿命86.61歳

9.02年

12.40年

平均寿命と健康寿命の差（平成25年）

講　　座　　名 内　　　　　　　　容

高血圧ってなに？ 血圧のメカニズム、薬がどのように効くかなど

糖尿病を予防しよう 血糖値が上がる理由

今日から食べよう１日野菜350ｇ 野菜が350ｇ必要な理由や野菜の食べ方

がんの予防について がん予防の生活や検診受診のすすめ

私の地区の特徴
「健診から見える地域の特徴」 地区別の健診健診結果分析から生活習慣を考察

こころの健康づくり 心の病気の予防と周囲のかかわり方

お口の健康 お口のケアや歯周病予防

若いころから関節を守る 40～ 50代から考える変形性膝関節症予防

元気に子供を育てよう！
生活リズムと子どもの健康 生活習慣が子どもの身体的・精神的成長に与える影響

※講師の都合でご希望の日程に実施できない場合があります。

「えちぜん健康チャレンジ」6月から開始！

すこやか介護　～あなたの心と体は元気ですか～

広報 えちぜん 24平成29年５月号広報 えちぜん25 平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために
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旨そうに食べる笑顔を見る至福	 山谷　ゆり
家計費をポツポツ食べる医者通い	 司辻　文子川 柳 素晴らしい動きを見せた稀勢の里	 武藤　久子

満天の星空流れ星一つ	 山内　千代川 柳

　近年、医師などの不足や人口減少、少子高齢化が急速に進展する中で、医療需要が大きく変化すること
が見込まれており、地域ごとに適切な医療提供体制の再構築に取り組んでいくことが必要となっています。
　町では、平成28年5月に策定された「福井県地域医療構想」を踏まえ、平成28年7月から10人の委員
による「越前町国民健康保険織田病院新改革プラン策定委員会」を設置し、病院経営の今後の方針や経営
指標とする数値目標を達成するための具体的方策などの検討を行ってきました。
　2月16日に第5回委員会で審議を終え、3月30日
に島田政則委員長と上坂昭夫副委員長から内藤町長
へ織田病院新改革プランを報告しました。
　織田病院は、急性期や地域包括ケア病床による回
復期の病床機能を担い、また医療と介護が連携し住
み慣れた地域で在宅療養者に必要なサービスなどが
提供される体制づくりを目指していきます。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

織田病院新改革プランを策定しました

新しい図書館協議会委員のみなさんです

平成28年度　予約ランキングベスト5発表！

図書館だよ
り

　委員のみなさんには、町内4つの図書館の事業、運営などにご意見・ご助言をいただきます。任期は、4月1
日から平成31年3月31日までの2年間です。

　昨年度の町内4つの図書館での予約ランキ
ングを発表します。年間をとおして、本屋大
賞を受賞した福井県出身作家の本や芥川賞・
直木賞の本に人気が集中しました。また、今
までにないくらいの予約数があったという印
象がありました。

１「羊と鋼の森」　　　　　　宮下　奈都／著
２「コンビニ人間」　　　　　村田沙耶香／著
３「蜜蜂と遠雷」　　　　　　恩田　　陸／著
４「海の見える理髪店」　　　荻原　　浩／著
５「君の膵臓をたべたい」　　住野　よる／著

地　　区 氏　　名 地　　区 氏　　名 地　　区 氏　　名

朝　　日
福　島　一　郎 越　　前 仲　保　年　和 学　　校 木　下　恵　理
橋　本　敏　夫 京　谷　美智子 岩　佐　有　紀
岡　山　夕　子

織　　田
大　川　寛　子

宮　　崎 山　下　美　子 小　柳　千　代
川　岸　弘　美 加　藤　冨美代

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

こころとからだのカレンダー

♠心をいやす相談会（予約制）
5 月22日㈪ 午後 1 時30分～ 4 時 役場別館

♠休日当番医
5 月 3 日㈬

織田病院 ☎36–1000
5 月 4 日㈭
5 月 5 日㈮
5 月 7 日㈰
5 月14日㈰
5 月21日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
5 月28日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥発達相談会（予約制）
5 月 9 日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♥すまいる教室（予約制）
5 月18日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝寿殿

♠1歳6か月児健診
5 月11日㈭ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠2歳児歯科健診
5 月23日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠離乳食教室・後期（予約制）
5 月16日㈫ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会
5 月23日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♦介護おはなし会
5 月25日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
5 月 2 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
5 月 9 日㈫ 越前地域福祉センター
5 月16日㈫ 織田コミュニティセンター
5 月23日㈫ 社会福祉センター

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん
5 月24日㈬ 午前 9 時～ 10時 高佐地区集会施設 ● ● ●
5 月29日㈪ 午前 8 時～ 11時 サンライズ織田 ● ● ●
5 月29日㈪ 午後 1 時～ 2 時 サンライズ織田 ● ● ● ●
5 月30日㈫ 午前 8 時～ 11時 陽光館 ● ● ●
5 月30日㈫ 午後 1 時～ 2 時 陽光館 ● ● ● ●
5 月31日㈬ 午前 9 時～ 10時 樫津集落センター ● ● ●
5 月31日㈬ 午後 1 時30分～ 2 時 岩開集落生活改善センター ● ●
5 月31日㈬ 午後 1 時～ 2 時 宮崎コミュニティセンター ● ●

♠集団健診日程（予約制）

広報見聞録
　広報担当者が、町の「広報」に関する情報をみなさ
んにもっと知ってもらおうと新連載を企画してみまし
た。第1回目は、「ホームページリニューアル」です。
　町ホームページは、3月31日に、合併以来初めて
の全面リニューアルをしました。パソコンで見ると、
トップ画面には良く見られる5つの大分類があり、そ
こにマウスをあわせると、さらに細かい分類を一覧で
表示。調べたい内容が簡単に選べます。
　また、スマートフォンにも対応し、スマートフォン
で見ると、大きなボタンがすっきりと表示され、外出
先でも町の情報が手軽に入手できます。
　英語・中国語・韓国語や、障がいを持つ人のための
読み上げソフトにも対応し、誰でも支障なく情報を取
得できるよう「ウェブアクセシビリティ」に配慮した
作りで、『より簡単により使いやすく』なっています。
　各記事は、Facebook や twitter、Line など各種
SNS で拡散可能です。
　今後は、情報提供の迅速化、情報量の充実を図って
いきますので、毎日チェックしてください。

▲5つの大分類にマウスを
あわせると、さらに細か
い内容が表示されます。

▲スマートフォン用の画面

問合せ先
総務課　☎34‒8700

第1回

広報 えちぜん 26平成29年５月号広報 えちぜん27 平成29年５月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/01/p005070.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/01/p001964.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/01/p001964.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/01/p001963.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/06/05/p002290.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kurashi/01/01/p001866.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/06/p003916.html
http://www.town.echizen.fukui.jp/kodomo/02/06/p000000.html
http://lib.town.echizen.fukui.jp/
http://www.town.echizen.fukui.jp/index.html


広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

好き嫌い無く食べられる身に感謝	 向当みつ子
鍛えたい子に食べさせる他人の飯	 原　　榮子川 柳 広報 えちぜん 28平成29年５月号広報 えちぜん29 平成29年５月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。
（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（4月1日現在）

　

4
月
3
日
に
、
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
内
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ガ
レ
ッ
ト
カ
フ
ェ
Ｈヘ

イ

ズ

Ａ
Ｚ
Ｅ
」
で
の

一
コ
マ
で
す
。
3
月
28
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
多
く
の
報
道
陣
が
集
ま
り
、
注
目
度

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、「
レ
ギ
ュ
ー
ム
」
と
自
家
製
ジ
ン
ジ
ャ
ー

エ
ー
ル
で
す
。
目
玉
焼
き
と
グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
チ
ー

ズ
、
ほ
う
れ
ん
草
を
生
地
で
包
み
、
グ
リ
ル
し
た
野

菜
を
乗
せ
て
い
ま
す
。
お
店
で
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ

発
祥
の
り
ん
ご
酒
「
シ
ー
ド
ル
」
を
勧
め
て
い
た
の

で
、
お
酒
が
呑
め
る
人
は
、
ガ
レ
ッ
ト
と
一
緒
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
お
皿
が
越
前
焼
で
あ
っ
た
り
、
へ
し
こ

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
り
と
越
前
町
な
ら

で
は
の
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

　

今
年
度
も
広
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
年
配
の
人
か
ら
若
い
人
ま
で
、
町
内
の
人

か
ら
全
国
の
越
前
町
を
知
ら
な
い
人
ま
で
、
幅

広
く
越
前
町
の
情
報
を
発
信
す
べ
く
、
今
年
も

い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

人　口 22,258人

　男 10,775人
　女 11,483人
世帯数 7,276戸

（前月より80人減）

なかよしひろば（園開放）

なかよしひろばとは
　入所（園）前のお子さんと保護者のみなさんに、保育所（園）
の生活を見学、体験していただくものです。

※上記以外の保育所（園）は、5月の「なかよしひろば」は、
実施しません。

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

気
比
庄	

酒
井
さ
だ
を
さ
ん
（
92
歳
）

気
比
庄	

塚
本　

正
榮
さ
ん
（
75
歳
）

田　

中	

大
橋
ト
シ
コ
さ
ん
（
91
歳
）

田　

中	

大
橋
フ
ジ
ヲ
さ
ん
（
91
歳
）

栃　

川	

松
村　

和
子
さ
ん
（
83
歳
）

境　

野	

山
口　

み
つ
さ
ん
（
96
歳
）

小　

倉	

大
久
保
喜
美
枝
さ
ん
（
86
歳
）

上
糸
生	

松
田　
　

茂
さ
ん
（
86
歳
）

江　

波	

小
仲　

俊
之
さ
ん
（
91
歳
）

蚊
谷
寺	

武
田　

哲
夫
さ
ん
（
92
歳
）

樫　

津	

近
藤　

仲
之
さ
ん
（
83
歳
）

陶
の
谷	

清
水
よ
し
を
さ
ん
（
98
歳
）

梅　

浦	

牧
野　
　

正
さ
ん
（
92
歳
）

梅　

浦	

織
田　

子
さ
ん
（
90
歳
）

新　

保	

空　
　

一
秋
さ
ん
（
85
歳
）

大　

樟	

谷
口　

健
二
さ
ん
（
86
歳
）

　

厨	

親
崎　
　

曻
さ
ん
（
60
歳
）

米　

ノ	

日
下　

滋
子
さ
ん
（
85
歳
）

下
山
中	

藤
井

み

さ
ん
（
73
歳
）

岩　

倉	

佐
々
木
新

ヱ
門
さ
ん
（
83
歳
）

笈　

松	

菅
原　

寬
之
さ
ん
（
91
歳
）

編
集
後
記

上
川
去	

渡わ
た

邉な
べ　

　

明
あ
き
ら（

匠
、
男
）

小　

倉	

樋ひ

村む
ら　

星ほ
し

那な

（
芳
彦
、
女
）

樫　

津	

渡わ
た

辺な
べ　

愛あ

子こ

（
雄
太
、
女
）

宇
須
尾	

小こ

林
ば
や
し　

昭あ
き

仁ひ
と

（
恭
之
、
男
）

小　

樟	

川か
わ

上か
み　

華か

穂ほ

（
裕
樹
、
女
）

大　

樟	

古ふ
る

木き　

律り
つ

羽は

（
克
明
、
女
）

茂　

原	

坂さ
か

井い　

笑え

琉る

（
元
彬
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
47

―
相
木
家
住
宅 

編
2
―

学
Ｋ 

そ
れ
で
は
中
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

Ｅ
子 

お
じ
ゃ
ま
し
ま
ー
す
！
う
わ
ー
！
玄
関
が
広
い
で

す
ね
！

学
Ｋ 

昔
の
玄
関
は
土
間
に
な
っ
て
い
て
、
作
業
場
も
兼

ね
て
い
ま
す
か
ら
。
建
設
当
時
は
も
っ
と
広
か
っ

た
こ
と
が
、
昭
和
47
年
の
解
体
修
理
時
に
行
わ
れ

た
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

 

玄
関
の
す
ぐ
左
手
は
、「
う
ま
や
」
と
呼
ば
れ
る
馬

小
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

え
？
家
に
馬
が
い
た
の
で
す
か
！ 

学
Ｋ 

Ｅ
子
さ
ん
が
今
頭
に
思
い
浮
か
べ
た
馬
は
、
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
だ
と
思
い
ま
す
が
…
。

Ｅ
子 

大
当
た
り
で
す
！
時
代
劇
で
、
お
殿
様
も
お
侍
様

も
乗
っ
て
い
ま
す
よ
？

学
Ｋ 

相
木
家
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
時
代
に
は
、
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
は
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

そ
う
な
の
で
す
か
！
日
本
に
来
て
な
か
っ
た
の
で

す
か
？

学
Ｋ 

そ
も
そ
も
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
、
日
本
が
ま
だ
江
戸

時
代
だ
っ
た
十
八
世
紀
頃
、
イ
ギ
リ
ス
で
競
走
用

に
品
種
改
良
さ
れ
て
生
ま
れ
た
馬
な
の
で
す
よ
。

体
は
大
型
で
足
は
長
く
、
走
る
速
さ
は
数
分
間
と

短
い
の
で
す
が
、
時
速
六
十
キ
ロ
に
達
す
る
そ
う

で
す
。

Ｅ
子 

す
ご
ー
い
。
自
動
車
並
の
ス
ピ
ー
ド
が
で
る
の
で

す
ね
！

学
Ｋ 
そ
れ
に
対
し
て
元
々
日
本
に
い
た
馬
は
、
も
う
少

し
小
柄
で
足
も
短
く
、
全
体
的
に
が
っ
し
り
と
し

た
体
つ
き
で
す
。
走
る
速
さ
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
ほ

ど
早
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、持
久
力
が
あ
り
ま
す
。

 

現
在
で
も
見
ら
れ
る
馬
で
す
と
、
北
海
道
の
道ど

産さ
ん

子こ

と
呼
ば
れ
て
い
る
馬
や
国
の
天
然
記
念
物
、
宮

崎
県
の
御み

崎さ
き

馬う
ま

、
長
野
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
木き

曽そ

馬う
ま

な
ど
で
す
ね
。

Ｅ
子 

知
ら
な
か
っ
た
！
日
本
に
は
い
ろ
ん
な
種
類
の
馬

が
い
る
の
で
す
ね
。

 

で
も
、
何
の
た
め
に
飼
っ
て
い
た
の
で
す
か
？
自

動
車
の
代
わ
り
と
か
？

学
Ｋ 

こ
の
辺
で
は
、
農
作
業
の
補
助
や
荷
車
を
ひ
か
せ

る
た
め
に
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ン
は
肥
料
に

も
な
り
ま
す
し
ね
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
〜
。

※
登
場
す
る
文
化
財
の
名
称
は
、
文
化
庁
の
指
定
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
相
木
家
住
宅
は
公
開
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学芸員K

Ｅ子

相木家現在の間取り図　　出典：『重要文化財相木家住宅修理工事報告書』
（文化財指定部分）

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51－0101

5月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
の番組を放送開始日から同時配信開始！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～毎日5分間放送中！
植物園からのお知らせ
【放送中～5月5日㈮】
防災行政無線個別受信機を設置しましょう
【5月6日㈯～5月19日㈮】
自主防災組織について
【5月20日㈯～6月1日㈮】

■「丹南歴史探訪」
開創1300年記念
朝日山正観世音菩薩御開帳
【5月13日㈯～5月19日㈮】
■「Jr.+（ジュニアプラス）」
織田剣道スポーツ少年団
【5月27日㈯～6月2日㈮】
■「丹南キッズ〜ことばのタイムカプセル〜」
西徳寺保育園
【5月27日㈯～6月2日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
え
ち
ぜ
ん
4
月
号
26
頁
に
掲
載
し
ま

し
た
「
わ
た
し
た
ち
の
町
の
予
算
」
の
表
内

「
増
減
率
」
の
数
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
訂
正
し
た
も
の
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

https://www.youtube.com/channel/UC81kYoq_Uxwo4mx6l-qDNMQ
http://machiiro.town/lp/fukui_echizen_town
http://machiiro.town/
http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/05/01/01/p005050.html
https://youtu.be/lYDTo_CVa-0
http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/09/01/p005068.html


第４８回全国高等学校選抜ホッケー大会
丹生高校女子　４３年ぶり優勝

　3月25日から29日、岐阜県川崎重工ホッケースタジアムで、春の高校日本一のタイトルを争う第48回全国高等学
校選抜ホッケー大会が開かれ、全国から男子16チーム、女子16チームが参加し、福井県からは丹生高校男女ホッケー
部が出場しました。
　丹生高校女子は、1回戦で島根県横田高校と対戦し2対1、準々決勝で岐阜県各務野高校と対戦し2対0で勝利し、
準決勝に進出しました。
　準決勝では、奈良県天理高校と対戦。開始早々、丹生高校がプッシュシュートを決め、先制点を挙げました。試
合は丹生高校のペースで進み、前半14分ペナルティーコーナーを獲得し、スイープシュートで追加点を挙げ前半戦
終了。後半戦は、何としても追いつきたい天理高校が激しく攻めますが、丹生高校は堅い守りを見せ、2対0で試合
を制し決勝戦に進出しました。
　決勝戦では、栃木県今市高校と対戦。前半戦は、丹生高校ペースで果敢に攻めるも、今市の堅い守備に阻まれる
なかなか得点することができません。しかし、前半17分、ペナルティーコーナーのチャンスを獲得し、桑原ひなた
さんの強烈なヒットシュートにより貴重な1点を挙げます。
　後半戦にはいると、両校とも1点ずつ獲得し、2対1で試合が終了。丹生高校は、43年ぶり3回目の優勝に輝きま
した。

大会結果　 1 回 戦　丹生　2　−　1　横　田（島根県）
　　　　　準々決勝　丹生　2　−　0　各務野（岐阜県）
　　　　　準 決 勝　丹生　2　−　0　天　理（奈良県）
　　　　　決　　勝　丹生　2　−　1　今　市（栃木県）

丹生高校男子は、1回戦山梨県山梨学院高校に0対3で
惜しくも敗れました。

Congratulations
　
3
月
18
日
か
ら
20
日
、
鶴
見
緑
地
球
技
場
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阪
府
）で
、
第
51
回
西
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各チームとも好成績を残しました

▲小学生チームのみなさん

▼中学生チームのみなさん

優勝した朝日野球スポーツ少年団のみなさん

　

4
月
2
日
・
9
日
、
町
営
野
球
場
で
、
第
11
回
越
前

町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
軟
式
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
4
チ
ー
ム
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参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野
球
の
技

術
力
向
上
を
目
的
に
、
チ
ー
ム
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
を

行
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
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の
練
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の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
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随
所
に
好
プ
レ
ー
が
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ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
織
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
第
3
位　
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
第
4
位　
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

※
準
優
勝
か
ら
第
4
位
ま
で
は
、
勝
敗
数
が
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
失
点

数
に
よ
り
順
位
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
5
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式
が

行
わ
れ
、
久
保
教
育
長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
み
な
さ
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は
、
町

の
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ポ
ー
ツ
大
会

や
ス
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ー
ツ
ク
ラ

ブ
運
営
の
一
翼
を

担
い
、
町
民
の
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
の
輪
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
広

げ
て
い
く
活
動
な

ど
、
広
い
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

第
11
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
嘱
式

　

3
月
11
日
・
12
日
、
お
お
い
町
総
合
運
動

公
園
総
合
町
民
体
育
館
で
、
第
34
回
福
井
県

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人
戦
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
男
子
24
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
出
場
し

た
創
立
2
年
目
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
ジ
ュ
ニ

ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
4
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

夏
の
大
会
に
向
け
、
団
員
一
丸
と
な
り
、

み
ん
な
で
繋
ぐ
「
絆
」
バ
レ
ー
を
目
標
に
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

第
34
回
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県
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生
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ル
選
抜
新
人
戦
大
会
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スポーツ推進委員のみなさん

キャプテン　藤原  綾乃さん

恵まれた練習環境に感謝したいです。

応援ありがとうございました。

大会を振り返っての感想
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おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

今月から12回にわたって町内の保育所（園）の特色や児童の活動の様子を
紹介します。1回目は、朝日地区の「あさひ保育所」です。

はじめまして。「おでこま♪」を担当することになった駒
こま

　恵
え

理
り

子
こ

です。
平成27年4月から地域おこし協力隊として、越前町観光連盟で観光案内
をしています。14年の旅行業経験や東京 Life を活かし、住んでいるみな
さんも行きたくなる「越前町」をこれから紹介していきます♡

海外を含め、たくさんの展望台に行きまし
たが、わたしは越前岬の展望台が一番大好
き。果てしなく続く海を一望できるこの場
所は、日頃の悩みも吹っ飛んじゃうほど。

予約制の「リース作り体験」。
材料のパーツは全て手作り
で、なんと600円。わたしは、
あじさいベースでシックに
作りました♡

今年16,100個に増えたペット
ボタル。5月28日まで夜の水仙
ランドは、イルミネーションの
花が満開。ギリシャ神話に出て
くるような白亜の建物とイルミ
ネーションはとっても幻想的♡
わたしもデートで行きたーい。

◦0歳～ 2歳児は、ゆったりと落ち着いた環境ですごします。
　「自分でできた」をたくさん経験できるようにします。

◦3歳～ 5歳児は、子どもが主体の保育。
◦子ども自らが選べる環境を考えています。

旬の食材の地産地消や国産の食材に心がけています。
また、手作りおやつを週3 ～ 4回取り入れています。

安心して生活できる環境

自分で選んで遊べる環境

食事を楽しむ環境

～あさひ保育所～

act.1  水仙ランド

すくすく通信 No.1

子どもは、
土と水とおひさまが

大好き！

これなにかな？
食べてみよーっ！

ゆったりとした
家庭的な食事時間を

設けます。

はた織り。
「だれにプレゼント

しようかな？」

みんなで
食べると

 おいしいね♪

【越前岬展望台】
【リース作り体験】

【水仙岬のかがやき】

http://www.town.echizen.fukui.jp/mobile/
http://www.town.echizen.fukui.jp/index.html
https://www.youtube.com/channel/UC81kYoq_Uxwo4mx6l-qDNMQ/featured
http://www.town.echizen.fukui.jp/chousei/05/01/01/index.html
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